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パソコン小話（０２４） 

2019/5/21 

パソコンの性能を見る 
 

パソコンの一般的な基本性能は、以下の通りです。 

1，ＣＰＵ（中央演算処理装置） 

2．メモリ（ＲＡＭ） 

3．内部記憶装置（HDDか SSDか）・・・・パソコン小話（206）参照 

4．バッテリ駆動時間・・・・取り扱い説明書かパンフレットで確認 

 

1．ＣＰＵは、パソコンの頭脳と言われるもので、性能に大きく左右します。 

  種類が多く、またパソコンの価格にも大きく左右します。 

 

  Atom＜celeron＜Core i3＜Core i5＜Core i7＜Core i9の順に性能は大。 

 

  また、同じ Core i5 でも、そのあとの数字 1 桁目が大きいほど性能大と

なります。・・・・Core i5-8xxx（第 8世代）＜Core i5-9xxx（第 9世代） 

 

  普通に使う分には、Core i3 か Core i5 で十分だと思います。 
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2．メモリ（ＲＡＭ） 

  作業領域の大きさで例えられます。大きいほど、処理がはかどります。 

  一般的には、４ＧＢか８ＧＢが使われています。 

 

3．内部記憶装置 

  内蔵ストレージとも言われ、ＨＤＤ（ハードディスク）やＳＳＤが使われ

ます。 

  ＨＤＤ････従来から存在する仕組みで、データーを順に探して行くので 

       読み書きが遅いと言う欠点がありますが、大容量に対応して 

       います。１ＴＢ（＝１０００ＧＢ）が主流です。 

   

 

 

 

 

  ＳＳＤ････最近急速に延びている装置です。動く部品もなく。ピンポイン

トで電気的に高速な読み書きが出来ます。ただし、容量はＨＤ

Ｄに比べ小さく値段もまだ高い。ＳＳＤの速さを体験すると

ＨＤＤには戻れないと言われています。 

主流は２５６ＧＢですが、５１２ＧＢも出始めています。 
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４．バッテリー駆動時間（取扱説明書か、パンフレットで確認） 

  バッテリーだけでパソコンを何時間使えるか？ 

  これは自動車の燃費と同じで使用状態によって大きく左右される。 

  2015年頃から、測定方法が変更されているので単純比較は出来ませんが 

  以下の通りです。機種によって大きな差があります。 

   2009年製 15インチノートパソコン・・・・1.2時間 

   2019年製 15インチノートパソコン・・・・5.2時間 

 話半分としても、最近のパソコンでは 2時間以上は確実に持ちます。 

 

5．自分のパソコンの性能を確認する（CPUとメモリ） 

  スタート → 設定 → システム → バージョン情報 

   

※デスクトップの何もないところで 

 右クリック → ディスプレイ設定 

 → バージョン情報 からも確認可 

 

 

ＣＰＵ 

Core i3-7100U が使われ

ている 

メモリ 

４.００ＧＢ が使われて

いる 
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6．内部記憶装置・・・・HDDか SSDかの見分け方 

 １．パソコン左下、エクスプローラーをクリック 

 
2．ＰＣ をクリック → ローカルディスク（Ｃ）を右クリック → 

    → プロパティ 

 
3．ツール → 最適化 
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4．「ソリッドステートドライブ」になっていれば、ＳＳＤのパソコン 

           → 閉じておしまい 

 
5．「ハードディスクドライブ」になっていれば、ＨＤＤのパソコン 

          → 閉じておしまい 

  
以上 


